
覚
、
政
府
の
重
要
な
方
針
・
政
策
に
つ

い
て
話
し
あ
う
の
は
、
中
国
共
産
党
の

よ
き
伝
統
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
、
林

彪
、
「
四
人
組
」
に
切
り
崩
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
は
、
中
国

大

規

な

経

共
産
党
の
指
導
下
に
民
主
諸
政
党
と
各

界
の
人
が
結
集
し
た
統
一
戦
線
組
織
で

あ
り
、
立
法
、
行
政
機
関
で
は
な
い
が
、

政
治
的
諮
問
題
に
発
言
権
を
有
す
る
。

郵
小
平
氏
が
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議

全
国
委
員
会
主
席
で
あ
る
。

済

調

穣

国
務
院
は
国
民
経
済
を
適
正
に
調
整

し
、
経
済
改
革
を
全
面
的
に
実
現
す
る

た
め
の
重
要
な
段
取
り
と
し
て
、
さ
き

ご
ろ
成
立
し
た
財
政
経
済
委
員
会
の
指

導
の
も
と
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
大
規
模

な
経
済
調
査
・
研
究
活
動
を
す
す
め
て

い
る
。

経
済
体
制
の
改
革
企
業
の
経
営
シ

ス
テ
ム
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
、
ど
の
よ

う
な
管
理
体
制
が
生
産
を
妨
げ
、
ど
の

よ
う
な
体
制
が
生
産
を
促
進
す
る
か
を

研
究
す
る
。
ζ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
計

画
、
資
材
、
営
業
、
価
格
、
賃
金
な
ど

の
諸
体
系
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
る
。

経
済
構
造
農
業
、
軽
工
業
、
重
工

業
の
比
例
関
係
を
重
点
的
に
研
究
し
、

さ
ら
に
蓄
積
と
消
費
の
比
例
関
係
、
地

区
の
構
造
お
よ
び
都
市
と
農
村
の
構
造

な
ど
の
問
題
を
研
究
す
る
。

技
術
導
入
外
資
、
外
国
の
技
術
と

中
華
人
民

査

設
備
、
経
営
管
理
経
験
を
ど
の
よ
う
に

効
果
的
K
利
用
す
る
か
を
研
究
す
る
。

外
国
の
先
進
的
経
験
の
導
入
と
学
習
を

通
じ
て
、
既
存
の
企
業
の
生
産
、
技

術
、
管
理
水
準
を
高
め
る
と
と
を
重
点

的
に
研
究
し
、
ζ
れ
ら
の
企
業
の
近
代

化
を
は
か
る
。

経
済
理
論
と
そ
の
方
法
社
会
主
義

の
経
済
目
標
に
関
す
る
理
論
を
重
点
的

に
研
究
す
る
。
す
な
わ
ち
最
終
製
品
の

南

沙

lま

中

祝
賀
集

中
華
人
民
共
和
国
外
交
部
は
九
月
二

十
六
日
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
声
明
を
発
表

し
た
。

南
沙
群
島
は
西
沙
群
島
、
中
沙
群

島
、
東
抄
群
島
と
同
僚
、
普
か
ら
中
国

土t~
Z三

同
志
の
み
な
さ
ん
、
友
人
の
み
な
さ
ん

本
目
、
わ
れ
わ
れ
は
ζ
乙
で
、
中
華
人
民
共
和
国
成

立
三
十
周
年
を
祝
う
盛
大
な
集
会
を
ひ
ら
い
て
い
る
。

わ
た
し
は
中
国
共
産
党
中
央
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常

務
委
員
会
お
よ
び
国
務
院
を
代
表
し
て
、
社
会
主
義
的

春日
国
成

需
給
関
係
に
も
と
守
つ
い
て
社
会
全
体
の

生
産
を
計
画
、
按
配
し
、
最
終
製
品
を

可
能
な
範
囲
内
で
最
大
限
に
増
や
す
ζ

と
を
全
社
会
の
経
済
活
動
の
成
否
を
は

か
る
根
本
的
な
基
準
と
す
る
。
乙
れ
に

関
連
し
て
さ
ら
に
社
会
主
義
の
計
画
、

市
場
、
生
産
調
節
、
就
業
、
人
口
な
ど

一
連
の
理
論
問
題
を
研
究
す
る
。

な
お
、
工
業
、
交
通
、
財
政
、
貿

易
、
農
業
、
林
業
、
水
利
な
ど
の
各
部

門
で
色
、
そ
れ
ぞ
れ
か
か
え
る
問
題
に

つ
い
て
調
査
、
研
究
を
お
ζ
な
う
。

今
度
の
調
査
・
研
究
活
動
は
実
務
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
者
と
理
論
活
動
K

た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
者
が
共
同
で
行
な

っ
て
い
る
。
ζ
の
調
査
に
よ
っ
て
わ
が

国
の
経
済
状
況
を
全
面
的
に
掌
握
し
、

資
料
を
系
統
的
に
整
理
し
、
意
見
を
提

出
し
て
、
指
導
機
関
が
重
要
問
題
を
処

理
す
る
う
え
で
の
参
考
に
供
す
る
。

国

の
領

土

お
{す

領
土
の
一
部
で
あ
り
、
中
国
が
乙
れ
ら

の
島
し
ょ
お
よ
び
そ
の
付
近
の
海
域
に

主
権
を
有
す
る
乙
と
は
疑
問
の
余
地
が

な
く
、
ζ
れ
ら
の
地
域
の
資
源
は
中
国

に
属
す
る
。
南
沙
群
島
に
対
す
る
中
国

立
-・・・・圃.--圃.
十

，ー、

九

る
j寅
説

七

九

年

九

現
代
佑
建
設
の
各
戦
線
で
奮
闘
し
て
い
る
各
民
族
の
労

働
者
、
農
民
、
知
識
分
子
お
よ
び
す
べ
て
の
愛
国
人
士

に
た
い
し
、
広
範
な
幹
部
に
た
い
し
、
人
民
解
放
軍
の

全
指
揮
員
・
戦
闘
員
に
た
い
し
、
ま
た
台
湾
の
同
胞
、

マ
カ
方

香
港
・
漢
門
の
同
胞
、
海
外
華
僑
の
同
胞
に
た
い
し
、

心
か
ら
祝
日
の
あ
い
さ
つ
を
お
く
る
も
の
で
あ

る
。一

九
四
九
年
十
月
一
目
、
わ
れ
わ
れ
の
偉
大

な
指
導
者
で
あ
り
教
師
で
あ
る
毛
沢
東
同
志

は
、
天
安
門
広
場
に
最
初
の
五
星
紅
旗
を
か
か

げ
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
宣
言
し
た
。

そ
れ
以
来
、
中
国
は
歴
史
的
発
展
の
新
た
な
時

代
に
は
い
っ
た
。
ご
く
少
数
の
搾
取
者
が
圧
倒

的
多
数
の
人
を
支
配
し
て
き
た
数
千
年
の
歴
史

に
終
止
符
が
う
た
れ
、
広
範
な
勤
労
人
民
は
被

抑
圧
者
か
ら
新
し
い
国
家
、
新
し
い
社
会
の
主

人
公
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
百
余
年
乙
の
か

た
、
植
民
地
主
義
と
帝
国
主
義
が
中
国
人
民
ぞ

奴
隷
化
し
て
き
だ
時
代
は
終
り
を
つ
げ
、
中
国

人
民
は
つ
い
に
立
ち
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

周
月

十

九
の
合
法
的
主
権
は
、
い
か
な
る
国
の
、

い
か
な
る
口
実
の
、
い
か
な
る
方
式
に

よ
る
侵
犯
を
も
断
じ
て
許
さ
ず
、
い
か

な
る
外
国
に
よ
る
南
沙
群
島
の
島
し
ょ

占
拠
お
よ
び
乙
れ
ら
地
域
の
開
発
そ
の

他
の
動
き
は
い
ず
れ
色
不
法
で
あ
り
、

許
き
れ
な
い
。

中
国
政
府
は
南
沙
群
島
の
主
権
問
題

に
つ
い
て
伺
度
色
声
明
を
発
表
し
て
き

た
。
は
や
く
も
一
九
五
一
年
八
月
十
五

日
に
周
恩
来
中
華
人
民
共
和
国
外
交
部

長
は
、
「
米
英
の
対
日
平
和
条
約
草
案

と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
に
つ
い
て

の
声
明
」
の
な
か
で
、
南
沙
群
島
は

「
ず
っ
と
中
国
の
領
土
で
あ
り
、
日
本

帝
国
主
義
が
侵
略
戦
争
を
起
乙
し
た
と

き
占
領
さ
れ
た
乙
と
は
あ
る
が
、
日
本

降
伏
後
は
当
時
の
中
国
政
府
K
よ
っ
て

全
面
的
に
接
収
さ
れ
た
」
と
は
っ
き
り

指
摘
し
た
。

年
目
、回〆

葉

英

剣

中
国
革
命
の
勝
利
は
、
国
際
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
運

動
の
歴
史
上
、
ロ
シ
ア
の
十
月
革
命
に
つ
ぐ
も
っ
と
も

重
要
な
出
来
事
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界

政
治
に
お
け
る
色
っ
と
も
重
要
な
出
来
事
で
も
あ
る
。

中
国
は
世
界
で
人
口
の
も
勺
と
も
多
い
国
で
あ
る
。
そ

の
勝
利
は
世
界
政
治
の
力
関
係
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。

中
国
は
も
と
も
と
立
ち
お
く
れ
た
半
植
民
地
、
半
封
建

の
国
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
が
乙
の
よ
う
な
国

で
各
民
族
人
民
を
指
導
し
て
新
民
主
主
義
革
命
の
勝
利

を
か
ち
と
り
、
さ
ら
に
社
会
主
義
制
度
を
う
ち
立
て
た

と
い
う
乙
と
¦
¦
1
乙
れ
は
世
界
史
に
お
け
る
新
た
な
創

造
で
あ
る
。
乙
の
新
た
な
創
造
は
、
中
国
共
産
党
が
マ

ル
ク
ス
・
レ
l
ニ
ン
主
義
の
基
本
原
理
に
も
と
づ
き
、

中
国
の
社
会
的
、
歴
史
的
特
徴
に
も
と
づ
い
て
、
独
自

κ
人
民
を
指
導
し
て
、
勝
利
の
う
ち
に
実
現
し
た
も
の

で
あ
る
。
乙
の
事
実
が
物
語
る
よ
う
に
、
一
国
の
人
民

が
革
命
の
勝
利
を
か
ち
と
る
に
は
、
も
と
よ
り
一
定
の

国
際
条
件
や
各
国
人
民
の
支
援
と
切
り
離
す
ζ
と
は
で

き
な
い
が
、
根
本
的
に
は
自
分
の
力
に
依
拠
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
他
国
の
指
令
や
国
際
的
な
指
導
セ
ン
タ
ー
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の
指
令
に
た
よ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
国
の
特
徴
に
適

し
た
革
命
の
道
は
、
自
国
の
人
民
が
み
ず
か
ら
さ
が
し

求
め
、
切
り
ひ
ら
き
、
決
定
し
う
る
の
み
で
あ
っ
て
、
何

人
も
自
分
の
考
え
を
他
人
に
お
し
つ
け
る
権
利
は
な
い

の
で
あ
る
。
中
国
革
命
の
勝
利
は
、
世
界
政
治
と
世
界

革
命
の
発
展
の
た
め
に
新
し
い
、
重
要
な
原
動
力
と
な

り
、
光
明
に
み
ち
た
新
た
な
展
望
を
切
り
ひ
ら
い
た
。

中
国
革
命
の
勝
利
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
l
ニ
ン
主
義

と
毛
沢
東
思
想
の
勝
利
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
・
レ
l
ニ

ン
主
義
は
各
国
人
民
の
革
命
闘
争
の
な
か
で
た
え
ず
発

展
す
る
も
の
で
あ
り
、
誰
で
あ
ろ
う
と
、
い
か
な
る
方

式
に
せ
よ
、
そ
れ
を
独
占
し
、
固
定
化
す
る
乙
と
は
で

き
な
い
。
毛
沢
東
思
想
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
中
国
革

命
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
l
-
一
ン
主
義
の
運
用
と
発

展
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
1
ニ
ン
主
義
の
普
遍
的
真

理
と
中
国
革
命
の
具
体
的
実
践
と
の
結
合
の
所
産
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
毛
沢
東
同
志
は
偉
大
な
マ
ル
ク
ス
主
義

者
、
偉
大
な
革
命
家
、
戦
略
家
で
あ
っ
た
。
中
国
共
産

党
の
創
立
期
と
わ
が
国
新
民
主
主
義
革
命
の
初
期
の
発

展
過
程
に
お
い
て
、
毛
沢
東
同
志
は
す
で
に
重
要
な
貢

献
を
し
て
い
る
。
一
九
二
七
年
、
わ
が
国
の
大
革
命
が

失
敗
し
て
か
ら
、
毛
沢
東
同
士
山
は
ひ
じ
よ
う
に
困
難
な

条
件
の
も
と
で
、
書
物
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
な
く
、

中
国
の
具
体
的
実
際
か
ら
出
発
し
て
、
創
造
的
に
わ
が

国
革
命
の
一
連
の
根
本
問
題
を
解
決
し
、
わ
が
国
革
命

の
正
し
い
道
を
さ
が
し
あ
て
た
。
毛
沢
東
同
志
と
そ
の

戦
友
た
ち
は
、
人
民
の
軍
隊
を
つ
く
り
、
革
命
根
拠
地

を
う
ち
立
て
、
長
期
に
わ
た
る
革
命
戦
争
を
指
揮
し

た
。
毛
沢
東
同
志
を
は
じ
め
と
す
る
党
中
央
の
指
導
の

も
と
で
乙
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
前
進
途
上
の
あ
ら
ゆ
る
困

勢
力
と
複
雑
な
闘
争
を
す
す
め
て
き
た
三
十
年
で
あ

り
、
ま
が
り
く
ね
っ
た
道
を
た
ど
っ
て
社
会
主
義
革
命

と
社
会
主
義
建
設
の
大
き
な
勝
利
を
お
さ
め
て
き
た
三

十
年
で
あ
る
。
乙
の
三
十
年
、
わ
が
祖
国
に
は
天
地
も

く
つ
が
え
る
よ
う
な
革
命
的
変
化
が
お
き
、
そ
の
勝
利

の
成
果
が
う
ち
固
め
ら
れ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
労
働
者
階
級
の
指
導
す
る
、
労
農
同

盟
を
基
礎
と
し
た
人
民
民
主
主
義
独
裁
、
つ
ま
り
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
国
家
権
力
を
う
ち
立
て
た
。
ζ

の
権
力
の
中
央
か
ら
地
方
に
い
た
る
各
級
機
構
に
お
い

て
、
ま
た
そ
の
指
導
す
る
各
企
業
体
、
事
業
体
に
お
い

て
、
さ
ま
ぎ
ま
な
指
導
的
ポ
ス
ト
に
あ
る
人
び
と
は
、

そ
の
圧
倒
的
多
数
が
勤
労
人
民
の
出
身
で
、
ひ
た
す
ら

各
民
族
全
人
民
の
利
益
に
奉
仕
し
て
い
る
。
乙
の
権
力

が
全
国
的
に
(
台
湾
を
の
ぞ
く
)
う
ち
立
て
ら
れ
る

と
、
近
代
中
国
の
長
期
に
わ
た
る
分
裂
の
局
面
に
は
永

遠
に
終
止
符
が
う
た
れ
、
広
大
な
土
地
と
多
く
の
民
族

壱
擁
す
る
わ
が
国
で
、
全
国
各
地
区
、
各
民
族
の
大
統

一
と
大
団
結
が
実
現
し
た
。
ζ
う
し
た
統
一
と
団
結

は
、
全
国
人
民
の
長
年
ら
い
の
共
通
の
念
願
で
、
中
国

の
い
か
な
る
搾
取
階
級
も
ぜ
っ
た
い
に
達
成
で
き
ず
、

た
だ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
に
指
導
さ
れ
る
人
民
大
衆
の

み
が
達
成
し
え
た
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
人
民
政
権
を

今
後
と
も
制
度
面
、
組
織
面
で
完
全
な
も
の
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
過
去
三
十
年
、
人
民
を
'
も
っ
と
も

幅
広
く
結
集
し
て
社
会
主
義
を
建
設
し
、
内
外
の
敵
と

の
闘
争
の
な
か
で
、
乙
の
政
権
は
す
で
に
大
き
な
役
割

を
は
た
し
て
き
た
。
英
雄
的
な
人
民
解
放
軍
は
、
わ
が

国
人
民
政
権
の
確
固
と
し
た
柱
石
で
あ
る
。
党
の
指
導

に
断
固
し
た
が
っ
て
き
た
人
民
解
放
軍
は
、
社
会
主
義

難
を
突
破
し
、
内
外
の
強
敵
に
う
ち
勝
ち
、
新
民
主
主

義
革
命
の
完
全
な
勝
利
を
か
ち
と
り
、
さ
ら
に
社
会
主

義
革
命
と
社
会
主
義
建
設
の
偉
大
な
勝
利
を
お
さ
め
た

の
で
あ
る
。
中
国
の
共
産
主
義
者
と
中
国
人
民
は
、
中

国
革
命
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
l
ニ
ン
主
義
の
発
展

を
毛
沢
東
思
想
と
呼
ぴ
、
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
勝
利

は
毛
沢
東
思
想
に
導
か
れ
て
か
ち
と
っ
た
・
も
の
で
、
毛

沢
東
思
想
が
な
け
れ
ば
今
日
の
新
中
国
は
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
乙
れ
は
歴
史
的
事
実
と
完
全
に
合
致
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
毛
沢
東
思
組
は
毛
沢
東
同
士
山
ひ
と

り
の
知
恵
で
生
み
出
さ
れ
た
・
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
戦

友
た
ち
ゃ
党
と
革
命
的
人
民
の
知
恵
で
生
み
出
さ
れ
た

・
も
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
同
士
山
じ
し
ん
も
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
そ
れ
は
「
党
と
人
民
の
集
団
的
な
奮
闘
の
な
か

か
ら
」
生
ま
れ
た
，
も
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
思
想
は
、
乙

乙
半
世
紀
あ
ま
り
に
わ
た
る
中
国
の
革
命
闘
争
の
経
験

と
新
社
会
建
設
の
経
験
の
結
晶
で
あ
り
、
中
国
共
産
党

の
集
団
的
な
知
恵
の
結
晶
で
あ
る
。
毛
沢
東
同
志
は
偉

大
な
中
国
共
産
党
と
偉
大
な
中
国
人
民
の
も
っ
と
も
す

ぐ
れ
た
代
表
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
中
国
人
民
は
毛
沢
東

同
志
の
不
滅
の
功
績
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、
毛
沢
東

思
想
の
科
学
的
体
系
を
だ
ん
乙
守
り
、
発
展
さ
せ
る
で

あ
ろ
う
。

栄

v

え

る

偉

あ

大

中
華
人
民
共
和
国
の
三
十
年
は
、
栄
え
あ
る
偉
大
な

革
命
と
社
会
主
義
建
設
に
参
加
し
、
そ
れ
を
防
衛
す
る

闘
争
の
な
か
で
、
全
国
人
民
と
一
致
団
結
し
て
、
愛
国

主
義
、
革
命
的
英
雄
主
義
の
精
神
を
発
揚
し
、
偉
大
な

功
績
を
立
て
、
同
時
に
自
己
の
革
命
化
と
現
代
化
に
も

力
を
い
れ
て
き
た
。
わ
が
人
民
解
放
軍
は
人
民
の
子
弟

兵
の
名
に
恥
じ
ず
、
祖
国
の
金
城
鉄
壁
の
名
に
恥
じ
な

い
。
わ
が
国
の
五
十
あ
ま
り
の
兄
弟
民
族
は
根
本
的
利

益
の
一
致
を
ふ
ま
え
て
、
団
結
友
愛
、
平
等
・
相
互
援

助
と
い
う
新
し
い
型
の
社
会
主
義
的
民
族
関
係
を
う
ち

立
て
、
い
ま
、
歴
史
的
に
残
さ
れ
た
事
実
上
の
不
平
等

を
ち
く
じ
取
り
除
く
乙
と
に
つ
と
め
て
い
る
。
わ
が
国

の
革
命
的
、
愛
国
的
な
統
一
戦
線
は
、
社
会
主
義
の
時

期
に
ひ
き
つ
づ
き
発
展
し
、
社
会
主
義
の
勤
労
者
、
社
会

主
義
を
支
持
す
る
愛
国
者
、
祖
国
の
統
一
を
支
持
す
る

愛
国
者
全
員
の
幅
広
い
政
治
的
同
盟
と
な
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
搾
取
制
度
を
廃
絶
し
、
小
生
産
者
の
私

有
制
を
改
造
し
、
生
産
手
段
の
社
会
主
義
的
共
有
制
を

全
面
的
に
確
立
し
、
「
各
人
は
能
力
に
応
じ
て
働
き
、

労
働
に
応
じ
て
分
配
を
う
け
る
」
と
い
う
原
則
を
一
応

実
現
し
て
、
世
界
人
口
の
五
分
の
一
を
ζ
え
る
中
国
人

民
を
社
会
主
義
社
会
に
進
ま
せ
た
。
乙
れ
は
わ
が
国
の

歴
史
に
お
け
る
・
も
っ
と
も
偉
大
な
、
も
っ
と
も
徹
底
し

た
変
革
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
全
人
民
所
有
制
の
経

済
も
、
農
村
人
民
公
社
と
都
市
の
各
種
形
態
の
集
団
所

有
制
の
経
済
も
、
大
き
な
発
展
を
と
げ
た
。
都
市
と
農

村
の
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
に
い
ま
な
お
残
る
勤
労
者
の

個
人
経
営
経
済
は
、
す
で
に
社
会
主
義
的
共
有
制
の
経

済
に
付
属
し
、
乙
れ
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が

国
に
は
、
階
級
と
し
て
の
地
主
階
級
、
富
農
階
級
、
資
本

家
階
級
は
-
も
は
や
存
在
し
な
い
。
か
れ
ら
の
う
ち
、
労

建
国
三
十
周
年
を
祝
う
に
あ
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は

孫
中
山
先
生
に
代
表
さ
れ
る
中
国
革
命
の
先
駆
者
に
た

い
し
、
中
華
人
民
共
和
国
の
樹
立
と
発
展
の
た
め
に
す

ぐ
れ
た
功
績
を
立
て
た
毛
沢
東
同
志
、
周
恩
来
同
士
山
、

朱
徳
同
志
、
お
よ
び
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
い
る
そ
の

他
の
古
い
世
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
家
に
た
い
し
、

中
華
人
民
共
和
国
の
樹
立
と
発
展
の
た
め
に
重
要
な
貢

献
を
し
、
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
い
る
民
主
政
党
と
無

党
派
の
愛
国
的
民
主
人
士
に
た
い
し
、
ま
た
中
国
革
命

の
各
段
階
と

r
r
の
戦
争
の
な
か
で
壮
烈
な
最
期
を
と

げ
た
す
べ
て
の
革
命
烈
士
と
革
命
軍
人
に
た
い
し
、
さ

ら
に
ま
た
、
社
会
主
議
事
業
の
た
め
に
す
ば
ら
し
い
成

果
を
あ
げ
、
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
い
る
各
戦
線
の
指

導
者
と
先
進
的
人
物
に
た
い
し
、
乙
乙
に
深
い
追
慕
の

情
を
よ
せ
る
・
も
も
の
で
あ
る
。

人
民
の
英
雄
た
ち
の
名
は
永
遠
に
不
滅
で
あ
る
。
本

目
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
と
に
集
ま
っ
た
の
は
、
み
な
が
心

を
一
つ
に
し
て
、
か
れ
ら
の
旗
を
ひ
き
つ
づ
き
高
く
か

か
げ
、
革
命
の
伝
統
を
発
揚
し
、
四
つ
の
現
代
化
を
実

現
す
る
新
た
な
長
征
の
な
か
で
新
た
な
勝
利
を
か
ち
と

り
、
革
命
烈
士
の
う
ち
立
て
た
社
会
主
義
事
業
を
最
後

ま
で
お
し
す
す
め
る
と
い
う
決
意
を
し
め
す
た
め
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

な

十

脚-

司事

二
十
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
人
民
が
内
外
の
敵
対

働
能
力
の
あ
る
圧
倒
的
多
数
の
者
は
、
す
で
に
改
造
さ

れ
て
、
自
分
の
労
働
で
生
活
す
る
勤
労
者
と
な
っ
て
い

る
。
各
民
族
の
労
働
者
、
農
民
、
知
識
分
子
お
よ
び
す

べ
て
の
愛
国
者
は
、
み
な
国
家
の
主
人
公
で
あ
る
。
わ

が
国
は
い
ま
な
お
発
展
途
上
の
社
会
主
義
国
で
、
社
会

主
義
制
度
が
ま
だ
不
完
全
で
あ
り
、
経
済
と
文
化
も
ま

だ
発
達
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
主
義

制
度
は
か
な
ら
ず
す
べ
て
の
困
難
を
克
服
し
て
発
展
を

つ
づ
け
、
ち
く
じ
完
全
な
も
の
と
な
り
、
つ
い
に
は
現

代
資
本
主
義
社
会
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
生
産
力
の
発
展

水
準
を
創
出
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
乙
れ
は
逆
ら
う
乙

と
の
で
き
な
い
歴
史
の
流
れ
で
あ
り
、
い
か
な
る
力
を

も
っ
て
し
で
も
阻
む
乙
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が

以
前
に
な
め
た
帥
挫
折
も
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
の
な
か
に

い
ま
な
お
存
在
す
る
欠
点
も
、
さ
ら
に
ま
た
、
わ
れ
わ

れ
が
今
後
な
お
ぶ
つ
か
る
困
難
色
、
わ
れ
わ
れ
の
鏑
の

よ
う
な
科
学
的
信
念
を
い
さ
さ
か
も
揺
が
す
乙
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
旧
中
国
の
残
し
た
「
一
に
貧
窮
、
こ
に

空
白
」
と
い
う
基
礎
の
う
え
に
、
独
立
し
た
比
較
的
と

と
の
っ
た
工
業
体
系
と
国
民
経
済
体
系
を
う
ち
た
て

た
。
一
二
十
年
ら
い
、
わ
が
国
で
は
水
利
施
設
、
化
学
肥

料
・
農
薬
、
農
村
の
電
気
使
用
量
、
農
業
機
械
な
ど
が

大
幅
に
ふ
え
、
農
業
の
生
産
条
件
が
い
ち
じ
る
し
く
改

善
さ
れ
、
耕
作
制
度
と
耕
作
方
法
も
す
く
な
か
ら
ず
改

善
さ
れ
た
。
一
九
七
八
年
、
全
国
の
穀
物
収
穫
高
は
一

九
四
九
年
の
二
・
七
倍
に
ふ
え
、
綿
花
は
四
・
九
倍
に

ふ
え
た
。
わ
が
国
の
鉄
鋼
、
電
力
、
石
油
、
石
炭
、
化

学
工
業
、
機
械
製
造
、
軽
工
業
・
紡
績
工
業
な
ど
の
工

業
部
門
は
大
い
に
強
化
さ
れ
、
多
く
の
新
興
工
業
部
門
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